










－作業療法体験談－

胃ろう手術
―リハビリ体験記④―
       さいたま市　   F さん

　胃ろうの手術の話は、実は 3年前に聞いてい
た。喉の分離手術をするときである。直感的に
嫌悪感がした。自然の摂理という極まりない話
だ。とまぁ、こんな具合に親切にも元気づけよ
うとしてくれた医師に毒づき、当惑させた。
　こんな悪態ともいうべき文句を並べる私がな
ぜ翻意して手術を受けたのかと言えば、症状の
悪化が感じられて弱気になったのである。毎日
飲む薬が苦痛になった。数が多くなるとともに、
大きいのが増えたのである。
　翻意した理由の一つは、もうひとつある。今
年の３月に 95 歳を迎えた母がほぼ 1年前に胃
ろうをつけたのである。その手術に付き添った
姉は帰宅後、こう証言した。
　「簡単だったよ」

　〈68 歳男性。2017 年、61 歳で多系統萎縮症
を発症。症状悪化のため 64 歳で勤めを辞め自
宅で療養に専念していたが､発症から 5年を経
た2022年3月、誤嚥性肺炎にかかり、治療・手術・
リハビリのために 3か月の入院を余儀なくされ
る。現在自宅での療養生活に戻る。〉

医師からの病名宣告を受けてからの徐々に生じ
る身体機能の変化と心の葛藤について記された
「再スタート」「コミュニケーション障害」
「歩行訓練」についてはこちらから

「コミュニケーション障害」「再スタート」 「歩行訓練」

　これがいけなかった。姉の言葉を真に受けた
私は、胃ろうの手術は医者に行くほどの警戒感
も、そして覚悟も、この時以来、持たなくなった。
　「もちろん全身麻酔」
と姉は、きっぱりと言い切った。私が以前、肘
を骨折した際、部分麻酔でひどいめにあったこ
とを、ことあるごとに言いふらしていたからだ。
　これまで私は全身麻酔で４回手術を受けた経
験がある。中には 10 時間を超える手術もあっ
たけれども、医師はそりゃ大変だったろう。
　ところが、左肘の時にはひどい目にあった。
神経麻酔とかいうヤツで、左腕一本まるごと麻
酔をかけるというものだった。
最初の神経麻酔の注射をしたと思ったら、雷に
打たれたような衝撃を左半身に受けた。手術台
から 10 ㎝跳び上がったほどである。もう一つ
苦痛を受けたことがある。突然越境するのであ
る。つまり麻酔の効いていない領域を切ったり
するわけだ。医師の手には電動のこぎり……
「ギャー」という叫び声を合図に二人の看護師
が飛び掛かってベッドの私の手足を押さえる見
事な連係プレーであった。そんなこと４～５時
間のうちに一度でもあれば寝ているどころでは
ない。
これが 10 年前の部分麻酔での悲惨な思い出―
―時は下って 2024 年２月胃ろうの手術の当日
に戻る。その日は朝から病室は、重い緊張感に
包まれていた、と感じていたのは、私だけかも
しれない。だが、埼玉県でこれほどの大病院は
珍しいのに、その日は朝から病室には担当の看
護師見習いみたいな女の子一人しか見かけな
かった。その日のスケジュールさえ説明に来な
かった。



F 様の胃瘻手術の体験を描いた
奥様のイラスト

　午前中に彼女が点滴を、４つ持って私の体に
打ち始めた。何も説明はなかったけれど麻酔で
あることは一目瞭然であった。
　実は後から聞いたことであるが、２年前の気
管分離手術の時、私の心肺機能が著しく低下し
たそうで、その医師は注意するようにわけても
全身麻酔を使うリスクは高いので万一の場合を
覚悟するように言われてしまったという。
そのため病院を変え、心肺機能の再検査をして
同世代よりは劣るが１時間以内くらいであれば
問題ないという、との結果を得た。心配は無用
というわけだ。
　点滴を打つと予想通り眠くなってきた。安心、
安心……ところがウトウトするまではいくのだ
が、そこで留まり眠るまで進まない。試しに手
足を動かそうとしてみると、確かに麻酔が効い
ているが、完全に掛かったというわけでもなさ
そうである。要するに、半身不随というところ
であろうか。この時点でまだ午前中だったので
慣らしなのだろうと高をくくっていた。
　日が傾きかけた３時過ぎ、突然連絡があった。
「今から始めるので至急連れてこい」と。覚悟
はできていたが、待ちくたびれて延期かと弱気
の虫が首を持ち上げた。しかしこの先は病院側
に全部お任せするほかないと考えていたが、気
がかりなのは麻酔である。ストレッチャーの移
動で眠くなるどころか、かえって目が覚めてき
たではないか。どうやって執刀医に麻酔が効い
ていないことを伝えるか、両腕を挙げて万歳を
すればよいかなどと考えていたらすぐに手術室
に着いてしまった。

　室内に入ると前の手術が終わった直後のよう
で、落ち着くまで多少時間がかかりそうと思っ
た刹那、室内にいたスタッフ 5～ 6人がワッと
私に飛び掛かり、容易く手術台に組み伏せられ
た――手足を押さえる者、頭を押さえ鼻に吸引
カテーテルを差し込む者、左胸に直径 10 ㎝ほ
どの注射器を押しつける者。降って湧いた災難
に茫然自失、ただ顔を歪めて苦しんでいるだけ
……みじめな状況には既視感があった。これ以
上できないほど大きく見開いた両目は血走り、
絶叫を繰り返すのみ――ご存じドラキュラ伯爵
の最期である。半世紀前に観たシーンが甦り、
自分の現状と重なり合う。　　　　　　　　　
　　　　　　　　
　そんなことを考えていたら、胸の苦しみ、鼻
の痛さが突然止んだ。手術が終わったのだ。手
術をしたという実感がわかなかった。ひたすら
孤独な闘い。専守防衛――ふと気が付くと病室
の前に戻っていた。顔の表情はまだ強張ってお
り、元に戻っていなかった。―大きく見開いた
両目、絶叫を続ける口――ドラキュラの断末魔
の表情が貼りついていた。ドラキュラは悔し
かったろう。私も悔しかった。
  こんなに苦しい思いをしてまでした成果は何
だったのか。投薬や食生活の面では、手術当日
から役立っているが、以前作業療法士からいた
だいたアドバイスを、今後は役立てていけそう
である。「――さんはもう腹筋を使わないよう
に」使いたいけど、もう６月というのにまだ痛
い。多分もう使えない。
　ところで、作業療法士はそんなアドバイスを
したのか？　その件は別の機会に。



西部ブロッ東部ブロック

埼玉県作業療法士会では、 埼玉県を東西南北の４つのエリアに分け

地域支援活動や県士会活動を行なっています！

東部ブロック在籍人数 ： 336 名
※2024 年 10 月 1 日現在

 

東部ブロック紹介動画 

東部ブロック長の小池です． 東部ブロックでは，

患者さんや利用者さんがより良いリハビリテーション

を受け続けるための土台作りとして， 県士会員の

方々の日頃の悩みや素朴な疑問など， 聞きにく

いことやわからないことを気軽に聞くことができる関

係づくりを行ないながら， 楽しく活動しています．

『みんなで語ら Night ！』 にお気軽に参加してい

ただけると雰囲気がわかると思いますので， まずは

お気軽にご参加ください． ブロックメンバーも募集

中です！

・ ブロック （ビデオ） 会議 ： 1〜2 ヶ月に 1 回， 県士会や日

本作業療法士協会の最新情報の共有や研修会 ・ 座談会

企画の打ち合わせ， 業務に関する相談を行っています． 

・研修・座談会 『みんなで語ら Night ！』：年 3 回， 専門 ・

専門外関係なく， 知識や技術を身に付ける内容かつ交流を

目的とする企画を開催しています．

・ オープンキャンパス参加 （夏キャン） ： 年 3 回， 東部ブロッ

ク内の養成校 （埼玉県立大学） でのオープンキャンパスに参

加し， 学生や教員と一緒に， 高校生や保護者を対象とした

作業療法の啓蒙活動をしています．

東部ブロックの特色は， 『気軽に， 楽しく』 を

モットーに活動しています． ブロックメンバーは，

若手からベテランの様々な領域（精神，身体，

小児， 老年， 教育など） のメンバーで構成

されています． 東部ブロックから始まった 『みん

なで語ら Night ！』 は， 日頃の悩みや素朴

な疑問など， 聞きにくいことやわからないことを

気軽に聞き， 教え合い， 明日からの臨床に

活かせるような内容で， 会員間の顔の見える

関係作りを目的に実施していますので， 一緒

に楽しい時間を過ごしましょう！
研修会

『今夜はみんなで語ら Night!』 の様子



私は大学でできるアルバイトを中心に行っていま
す。例えばオープンキャンパスの学科ガイダンス
を担当したり、人体標本室にて解説を行ったりな
ど作業療法の仕事の内容や大学で学べることを高
校生や親御さんに伝える働きをしています。これ
らから対人コミュニケーションや専門用語を使わ
ずに具体例を用いてわかりやすく伝えることを意
識付けることができとても勉強になっています。

お客様への対応やスタッフ間での連携などの対
人コミュニケーションを学ぶため、飲食店の
ホールスタッフのアルバイトをしていました。
4年生から総合実習で忙しくなるため辞めてし
まいましたが、オープンキャンパスや外向け研
修会の手伝いを通して様々な方とコミュニケー
ションをとる機会を確保しています。

どんなアルバイトをしていますか？

【今回の質問内容】

～作業療法学生に聞いてみた～

Quality of Campus Life

埼玉県作業療法士会では、県内の養成校の学生さんが
『広報部学生サポーター』として広報部で活動し作業療法の魅力を伝えています

そんな広報部学生サポーターさんにリアルな学生生活についてインタビューしてみました！

Vol.4

埼玉県作業療法士会広報部では、
県内の作業療法の養成校に通う学生さんの中から
学生さんのリアルを伝えてくれる『学生サポーター』を

随時募集しています！

興味のある方は各養成校の先生に相談してみてね！

はるちゃん

ゆうか



彩の国

リハビリテーションフェスタ
“リハビリテーション”についてご存知ですか？

リハビリテーションのスペシャリスト3職種がリハビリテーションにつ
いて楽しみながら知って、学べる様々なイベントや体験を準備してお待
ちしております お誘い合わせのうえ、是非お越しください

※申し込み不要！参加無料！プレゼントも！？

日時:2025年2月2日（日）10：00～15:30
場所:川口市民ホール（フレンディア） 川口キュポ・ラ ４階

主催：（公社）埼玉県理学療法士会（一社）・埼玉県作業療法士会
（一社）埼玉県言語聴覚士会・（一社）埼玉県リハビリテーション専門職協会

お問い合わせ先：e-mail:chiikirihaken@yahoo.co.jp(埼玉県理学療法士会事務局 高齢者福祉部)

2025

理学療法士
動作のスペシャリスト！日常生活や社会生活に必要な「起きる」
「立つ」「歩く」などの基本的な動作がより良くなるよう支援し、
地域住民に向けた介護予防や生活習慣病の予防などに対してもア
プローチします。

作業療法士
作業のスペシャリスト！「食事」「更衣」「書字」など日常生活
での応用的な動作・作業について練習することや、やり方の工夫、
環境を調整することを通して、「その人らしい」生活の獲得に向
けて幅広くアプローチします。

言語聴覚士
コミュニケーション、食事(摂食・嚥下)のスペシャリスト！コ
ミュニケーションに必要な「ことば」「聞こえ」などの能力や食
事に必要な「噛む」「飲みこみ」などの能力がより良くなるよう
支援し、高次脳機能や認知面などに対してもアプローチします。

体験コーナー

ー理学療法士ブースー
・血管年齢測定とストレッチ
・コグニサイズ
・子どものロコモチェック

ー作業療法士ブースー
・手工芸つくる、みる
・子どもの感覚遊び
・日常生活お助けグッズ

ー言語聴覚士ブースー
・ジェスチャーでコミュニケーション
・耳年齢チェック
・いつまでも安全に『食』楽しむ！！
・ことばに関する○×クイズ
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